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1. 私達 は衣服寸 法の基 準をみい だす ために身体計測

を行ない，性別・年令別に成長 の特徴 を把握し ，そ の体

型や形 態について研 究を進 めて きた。本 報では，そ れら

の計測値を基盤として，既製服サイズや衣服の原型 を作

製 するのに簡便で実際的 な分類 を試みよ う と し た。 即

ち，既 製服サイズや 衣服 原型には年令分 類よりも体型 分

類が適当であ り，さらに長育項目よりも周育 項目が主要

因となる。このことから周育の代表項 目である体重 を選

び，体重 による体 型分類 と推定式 ならび に，サイズ案を

試みた。

2. 資料は1966 ～1968年 日本人4  ～21歳 の男女2724 名

について測定した計測値を用い，体重 と相関の高い項 目，

を選び年令別回帰直線を描き，体型分類 をおこなった 。

3. 回帰直線の結果，体重11.1 ～25.0,   25.1～45.0,

45.1 ～77.0kgに分類し た。

なお,   11.1～25. 0kgにおける体重項 目に よる推定式 。

サイズ試案 を作製し た。


